






























































































































 ↓　 … 課題の解決にむけた協働的な学び














































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 40 号（2016 年 11 月 30 日）
３　教科書の活用によるＡＬの導入
　現在使用されている社会科教科書には「主体
的・協働的な学び」の課題例が豊富に記載され
ている。例えば，「資料から読み取った内容を
記述しよう」「根拠を明確にして自分の考えを
発表しよう」「テーマを決めて話し合いをしよ
う」「学習成果をレポートしよう」等が散見さ
れる。
　また，公民分野の教科書の見開き２ページ
（１時間扱い）は，「クローズアップ」（導入），
「学習課題」（目標），「確認しよう」「説明しよ
う」（まとめ）といった統一された流れで構成
されており，（まとめ）では記述により本時の
学習成果を確認する活動が設定されている。
　様々な校務に追われる現在の学校現場の多忙
化解消の視点からも，教科書の積極的な活用が
日常的・効率的なＡＬの実践につながる。
４　モノや情報・教育機器によるＡＬ
　文部科学省の『論点整理』（「アクティブラー
ニング」の意義）には，「実社会や実生活に関
連した課題などを通じて動機づけを行い，子供
たちの学びへの興味と努力し続ける意思を喚起
する必要がある。」と記されている。この「実
社会や実生活に関連した課題」に， も目を向
けなければならないのが社会科であろう。
　新聞・チラシやパンフレット，スマホやネッ
トによる膨大な情報…。毎日の日常生活の中に
社会科の「主体的・協働的な学び」につながる
モノや情報があふれている。生徒の実態・発達
段階を見極め，学ぶ意欲を喚起するモノ・教材
の発見と課題の開発に向けて，感性を豊かに，
社会科教師としての力量の向上に努めたい。
５「指導と評価の一体化」とＡＬ
　「目標到達度評価」（いわゆる絶対評価）への
改定を機に「指導と評価の一体化」が唱えられ
るようになり久しい。定期テストの結果を主に
決定されていた段階評定が，様々な評価資料に
よる観点別評価（４観点）を総合して決定され
ることになり，「指導と評価の一体化」が進め
られてきた。しかし，ＡＬについての評価は始
まったばかりである。
　ＡＬによって育んだ資質や能力を評価するに
は，知識やスキルを使いこなすことが必要な論
述やレポートの作成，発表，グループの話し合
い，作品の制作等といった多様な活動の実績を
評価することが必要とされている。『論点整理』
ではこれらを「パフォーマンス評価」と呼び，
実技教科などでは日常的に取り組まれている。
　社会科ではこれまで，学習過程での評価等は
あまり行われてこなかった。しかし，ＡＬの指
導のねらいを生徒に伝えるのと同時に，その評
価方法・評価基準を伝えることは大切である。
　それが，生徒たちが，自分がめざす姿と成長
の過程を把握し学びの価値に気づく，すなわ
ち，生徒たちを，生涯学び続けようとする学習
者に育成することにつながる，と考えられる。
おわりに
　教員の仕事の中心は「授業づくり」である。
　「すべての子どもが，楽しく学び，わかる授
業をしたい」…　それが，すべての教員に共通
する願いである。しかし，現在の中学校は，そ
れを簡単に許さない状況にある。
　生徒間のトラブルやいじめ問題，不登校生徒
への対応，部活動の指導，保護者や地域との連
携，進路指導など，手に余るほどの課題を抱え
多忙な毎日の中で授業の準備をし，一時間一時
間の授業にのぞんでいる。そうした厳しい状況
を知る一人として，学校現場を応援したい。
　ＡＬの導入は，知識の習得を主眼としがちで
あったこれまでの中学校社会科の授業を，究極
の目標である「国際社会に生きる平和で民主的
な国家・社会の形成者として必要な公民的資質
を養う」授業に改革することを求めている。
　今必要なことは，「自ら課題を見つけ，自ら
考えて判断し，解決していくための思考力・判
断力・表現力等を育む」ことに他ならない。
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中学校社会科におけるアクティブラーニングの実践
　21世紀に生きる子どもたちの「生きる力」
を育むために，子どもたちの「学び合い」を，
すべての教員の「学び合い」で支えていくこと
を願っている。
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